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妊娠先行婚女性の家族形成過程の特徴
跡上富美
射ヒ入学大学院医学系研究科　ウイメンズヘルス看護学分野
Characteristics of Becomlng a Family Process for
the Unintended Pregnant Women
Fumi ATOGAMI
women 's Health Nursing, Tohoku Umverslty Graduate school ofMedlCine
Key words : unlntended pregnancy'becomlng family process･ Constant comparatlVe analysis
purpose : The purpose of this study was to describe the beeomlng a family process of unlntended pregnant
WOmen.
Method : Data for this qualitative descrlPtlVe Study was collected from three semistructured interviews on
ll unintended pregnant women were selected･ Those subjects were expected as a normal pregnancy･ The
data were analyzed uslng COnStant COmParatlVe analysts Was used to develop and refine codes･ Relationships
among categories were tried to diagram･
Result : The particIPantS･ age ranged from 20 to 32 years old･ Five inter related categories emerged from
the analysts. `Intention that becomes family', `Beginnlng Of a life for a temporary expedlent family'･ `Formlng
family for the pregnant period', `Settles to the famlly and `Becomlng aS a new family ･
Discussl｡n : The characterlStics of the becomlng famlly process are the following : 1) In cases of unin-
tended pregnant women, their intention of marrlage prlOr tO nOticlng pregnancy Elves a great innueIICe On their
future family becoming process･ 2) In unlntended pregnant women case･ Immaturity Of both herself and her
husband causes a rlSkin･becoming famlly process'･ 3) In the family becoming process ofunintended pregnant
women, the relationships with thelr parents are also an lSSue･ 4) The number ofunlntended pregnant case are
predicted to lnCreaSe, therefore, development of either medical or social communlty network is required･
Ⅰ.は　じ　めに
我が国の妊娠･出産を取り巻く環境は,めまぐ
るしい変化を経験している｡出産数の低下はもち
ろんのこと,養育環境である親たちがおかれてい
る状況も刻々と変化している｡育児について.難
しさや孤立感を訴える母親は多くなってきてい
る｡その原因の一端と考えられるのが,親同士の
関係性の発達や家族形成卜の問題と考えられる｡
しかし,この点を考慮した研究は未だ発展途上に
あるのが現実である｡
現在我が国においては,従来の結婚から妊娠と
いった家族形成過程とは異なる家族形成が増加し
てきている｡いわゆる｢できちゃった結婚｣(以F,
妊娠先行姫とする)と呼ばれる妊娠してから結婚
して家族を作り始めるという結婚形態において
は.親役割の獲得や配偶者との関係調整,生活習
慣の変化など養育期と新婚期に経験するとされる
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発達課題が同時期に併存するという極めて特異な
状態であり,このことにより養育期に良好な家族
機能を維持していくことが凶難になると予測され
ている112′｡こ　のようなリスクをはらんだ結婚
形態は現在増加の一途をたどっており,平成17
年度出生に関する統計うーによれば,わが国におけ′
る嫡出第1子出生数における妊娠期間よりも結婚
期間が短い割合は1980年には12.6%であったも
のが2004年には26.7%と倍増しているo Lかも
全体の嫡出第1子出生数がこの24年で約14万人
減少している中での増加である｡母の年齢別階層
でみるとよりこの状況は明確であり, 15-19歳
では8割. 20-24歳では6割, 25-29歳で2割,
30歳以降でも1割をしめ.各年齢層で増加傾向
を示し,妊娠先行姉による家族は増加の一途をた
どっている｡
しかし,一方で妊娠先行始は計画性のない妊娠
に伴う早産のリスクが高く,妊娠中のストレスや
抑うつレベルも高いと報告されている4･5'｡また,
妊娠先行始の母親は子どもとの愛着レベルが低
く,否J/t的な感情を持ちやすく,父親の育児参加
も低くなるとの報告もあるbJ｡元来,結婚後妊娠
した夫婦においても,妊娠出産後の夫婦関係の関
係性の質は低下するとされている7｣｡夫婦として
親としての発達課題を持ちながら,早急に家族と
なることを求められる妊娠先行婚夫婦はそのリス
クが高くなることは明白である｡それでは彼らは
どのようにしてそのリスクを乗り越え,夫婦とし
て親としての関係を築いていくのであろうか｡ま
た,夫婦として親としての関係を築いていく上で
影響するものは何なのであろうか｡妊娠先行婚夫
婦たちは,従来言われてきた結婚後に妊娠した夫
婦たちの家族形成とどのような相違を持っている
のであろうか｡以卜の点から妊娠先行婚夫婦の家
族形成の過程とその影響要因を明らかにしていく
ことは急務であり,今後ますますの増加がみられ
るであろう.この婚姻形態を持つ家族に対する子
育て支援の重要な基礎資料になるのはもちろん,
リスクを持つ家族への介入内容や手段を確立して
いく　卜で非常に有用であると考える0
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Ⅰ1.研究目的
本研究では,妊娠先行婚女性の妊娠期から出産
後1カ月の間に女性がパートナーとの間に家族を
形成していく過程を明らかにすることを目的とし
た｡
ⅠⅠⅠ.用語の定義
1.家族形成過程
男女が入籍し,夫婦という法的な関係をスター
トとして,夫婦として,父親一母親として,親子
としての関係を築く過程
2.妊娠先行婚女性
妊娠の発覚を契機として入籍し,夫との同居を
開始した女性
ⅠⅤ　研究方法
1.研究のデザイン
本研究は質的記述的研究の研究デザインをとっ
ている｡
2.研究対象
対象は, A市内にある個人産科クリニックにて
妊婦健康診査を受けているローリスクで初産の妊
娠先行婚女性とした｡対象として研究協力が得ら
れたのは,協力施設の助産師の紹介の下,研究の
趣旨を説明し,次Lg健診時に再度研究-の参加の
可否を尋ね同意が得られた11名であった｡
3.データ収集期間
データ収集は,2008年12日-2010年1月であっ
た｡
4.データ収集方法
データ収集の手順を図1に示すo　データの収集
は,これまでの研究成果と事前のパイロットスタ
ディを卜に作成した半構成的面接法をもとに,女
性に対して妊娠初期(妊娠確定後から妊娠15週
前後まで),妊娠末期から分娩直前まで,分娩後
から産祷1か月までの3回の面接を研究者が行っ
た.血接内容は対象の了解を得てICレコーダー
に録音した｡
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妊娠　　　　　　　入籍
後半期期面接
図1.灯娠経過と血接時期
5.データ分析方法
妊娠先行婚女性の家族形成過程を分析するため
に,シンボリック相互作用論H'を理論前提に持つ
Grounded Theory Approach9'の継続比較分析も用
いた｡具体的な分析過程としては.第一に面接逐
語を熟読し,カテゴリーを的確にとらえるために
特性(プロパティ)と次元(ディメンション)を
挙げながらデータを整理した｡その後データを切
片化しラベルをつけた｡次にラベルをカテゴリー
にまとめ,出そろったカテゴリーを下にカテゴ
リー同上の関係を検討し.コアカテゴリー,カテ
ゴリー,サブカテゴT)一間の関係を明らかにした｡
3例の事例をデータ収集後分析し,カテゴリーの
類似性と新たなものが兄いだせないかを検討しな
がら,データ収集と分析を昭二‖ノて行ったo内容
の類似や差異を比較し,新たなカテゴリーが細山
された場合には,西度データに戻り内容とカテゴ
リーの再検討を繰り返し,最終的なカテゴリーを
抽出した後,構造化を試みた｡
6.真実性の確保
真実性の確保として,パイロットスタディを行
い,インタビューガイドの精選とデータ収集技術
の向卜を図った｡分析に際しては質的研究の専門
家と母性看護領域の専門家にスーパーバイズを仰
ぎながら実施した｡〕
7.倫理的配慮
調査開始にあたり,対象者に対して.研究の目
的と方法,協力の自由意思,拒否と途中辞退の権
利とそれに伴う診療卜の不利益がないこと,外来
カルテの開示を含む個人情報と面接中のプライバ
シーの保護の方法について書面と口頭で説明し
た｡次回健診時に再度面会し,研究協力-の意思
を確認し同意書-の署名を依頼し.これを持って
研究参加-の同意と判断し,研究対象とした｡面
接は,クリニック内の個室を利用し,プライバシー
の保てる環境下で行った｡データの取り扱いは個
人の匿名化, PCデータの暗号化, ICレコーダー
の施錠下での管理とし.記録内容は逐語録を作成
したのちデータを消去した｡
なお,本研究はA大学研究倫理委員会の倫理
審査を受け,承認ののち実施した｡
Ⅴ　結　　　果
1.対象の背景
対象の背景を表1に示す｡対象者は妊娠後入籍
した女性11名で,平均年齢は27.27歳(20-32歳)
であった｡妊婦健診終了後の面接は1回あたり平
均25分(15分～40分)であったo妊娠経過中に
合併症で入院治療を要した女性はおらず,全例が
止期産期で経障分娩となっていた｡
2.妊娠先行婚女性の家族形成過程を構成する
カテゴリー(表2)
/妊娠先行婚女性の家族形成過程を構成するカテ
ゴリーとして最終的に5つのカテゴリー【家族に
なる意識】 【便宜的家族生活の開始】 【妊娠中の家
族づくり】 【分娩による家族の収束】 【新しい家族
の船出】が抽出された｡以下はカテゴリーごとに
説明するo　なお,表記上の説明として,カテゴリー
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表1.対象の背景
対象 僖驃?初回 傀免蜜??E業 ~lnJ接時週数 ?ﾉ ?ｻR?
A ?Hﾜ?12週 冓i?ﾉ??蝠w 
B ?2?4週 ?ﾉ??iI.姉 
C ??lo遇 ?ｩm?ﾉ??ｳ職住婦丁 
D ?"?8週 ?ｩ??ﾉ??蝠w 
E ?r?8週 ?ﾉ??蜷ﾍ 
F ?B?8週 ?ﾈﾊb?蝠w 
G ?R?5週 ?ﾉ??主婦 
= ?b?5過 冕)?ﾉ??ｳ職(主婦) 
I ??r?o遇 ?ﾉ???ﾐ員 
∫ ?"?1過 冕)?ﾉ???ﾐ員 
K ??18週 冓i?ﾉ??ｳ職(主婦) 
注●末入籍者はすべて妊娠末期までに入籍済となった｢
は　日,上位サブカテゴリーは[],ト位サブカ
テゴリーは<　>とした｡
1) 【家族になる意識】
【家族になる意識】とは, [妊娠の予感と戸惑い]
を感じ取りながらも,妊娠という現象を受け止め
家族になろうとする意思決定をしていくカテゴ
リーであった｡今回対象となった女性のすべてが
予想してない妊娠であったが,それぞれが感じ取
る妊娠の受け止め方には相違があった｡すなわち
遠いあるいは近い将来をふくめて[結婚の意図]
を持っていたカップルの女性たちは,妊娠の事実
に戸惑いながらも妊娠自体を<結婚のきっかけを
くれた妊娠>ととらえ,交際相手と家族になって
いくという気持ちを膨らませていた0　-方, [結
婚の意図]を持たないカップルの女性では. <パー
トナーとの不調和な交際>を続けているものが多
く,妊娠という事実に戸惑い<胎児の存在>をな
かなか受容できない状況が続いていた｡しかし,
[妊婦によりそう友人]たちの助言や支援を受け
て妊娠の事実を受け止め,結果として.妊娠に対
する[パートナーの承認]を得ることで,家族に
なって子どもを耗めるという安心を得て,徐々に
妊娠に対して前向きになっていく要が伺えた｡ま
た, 【家族になる意識】には女性を取り巻く[周
辺家族の反),L'1]や[妊婦によりそう友人]が影響
し, <妊娠に対する親家族たちからの祝意>を得
ることで家族になる意識は加速していったo Lか
し, <順序性に対する親からの叱責>を受けた女
性たちは,結婚し家族を持つという意識をなかな
か育めない状況にあった｡
2) 【便宜的家族生活の開始】
【便宜的家族4..71舌の開始】とは,妊娠の判明に
伴い,急いで入籍し同FFを開始しながら,とりあ
えず家族としての形と夫婦としての生活を始めて
いくカテゴリーであったo妊娠の判明に伴い,パー
トナーや親家族からの妊娠に対する承認を得た女
性たちは, <周囲に急かされる入籍>を行い,中
には<親が準備する結婚式>を挙げる者たちもい
た｡女性の周囲はできるだけ妊娠と結婚のタイム
ラグがないようにとカップルに入籍を勧める傾向
があった｡また,妊娠初期で体調的にすぐれない
時期にあった女性たちに変わり,特に女性の実母
を中心とした親家族が結婚式の準備を行い,結婚
式を挙げさせていた｡これは,女性は自分の周囲
から妊娠と結婚双方に対する承認と祝意を得るこ
とが可能となり,夫婦という家族になることを改
めて白覚することにつながっていた｡女性たちは
入籍･結婚という[急かされた社会的手続き]を
経て,さらには家族としての形を整えるべく, [支
援者に支えられた巣作り]を行っていた｡夫婦は
新しい家族の棲み処を探し盾を構えようとする
が,その際には親家族からの物心両面での支援を
受けていた｡女性と夫は, <妊婦が安心できる巣
を探す>ことを行っていた｡夫は女性の体調を気
遣いながら妊婦である妻の実家近くに新店を探
し,それに対して親家族たちも物件の検討-参加
したり,経済的な支援を行ったりして新しい家族
の巣作りを応援していた｡また,中にはどちらか
の親家族の中に同属して巣を作るという<パラサ
イト同属>を行い,家庭生活を夫婦丸ごと親家族
に面倒を見てもらうというか夫婦や,新しい巣を
探さず<同棲から同居へ>と巣の位置づけを替え
る夫婦もいた｡これら夫婦の背景には,経済的な
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表2.妊娠先行婚女性の家族形成過杵を構成するカテゴl)-
【カテゴリー】 丙?肩5H7X4ｨ6X588ｨ?ﾒ?~卜位サブカテゴリー> 
家族になる意 僖I?,ﾉuﾈｫH,hﾌｹ?*"?D娠してしまった戸惑い 
識 刄pートナーの動揺 胎児の存在 
結婚の意岡 佇ｸﾚX,ﾈ*ｸ,????ﾘ.ｨ+ﾙDI???ｸ6x6?ｸ,h,ﾉW9+)?,委?ｲ?
親になる党悟と混乱 ??ｸ6x6?ｲﾘ,ﾉ_??彿?,??ｨ.舒ﾈ-?DI?,ﾈ???ﾘ,ﾈﾎ8.ｸ-?ﾘ+2?I?ﾇ??h,ﾉW8??
パートナーの承認 ??ｸ6x6?ｸ,ﾉDI?,ﾈ?Db?
周辺家族の反応 僖I?,??x.?X彿?+ﾘ+??x,ﾈ???x??,??x.?X*?x,ﾈ???
妖婦によりそう友人 冲i?,ﾈﾎ8咥+X,?h.僖I?ｦﾙDb?I??ｨ?ﾈ5(?6?
便宜的家族年 亶ﾘ*?8.ｨ.倆??偃??ｲ??･に急かされる入籍 
活のけ掴自 剞eが準備する結婚式 
■支援者に支えられた巣作り 僖IWx*ｨ??,X*ｸ.?8/?H+r???H486x?ﾔeFﾆh葈爾????y:??b?
｢妊娠夫婦｣のスタート ?ｨ?,僖IWxﾉ)?/?8*??ﾜ?h+X,Hｴ8ﾊﾘ.ﾘ.ｨ.弍?X+2?h*ｩ?8ｨ?6ｨｯ??亊i?-h,ﾈｫﾘ-?
妊娠中の家族 仄i:?ﾈｼh,h+X,H,ﾉZｩ]引?R?v婦で協同した分娩準備 
づくり 剋ﾀ杜と楽しむ分娩準備 友人が支援する分娩準備 ･一人で頑張る分娩準備 
｢こども｣を意識した交流 冖ﾉ?/??ﾈ,Xﾖﾈ*h.?(騙,H*(.?h+?ｺ9%H+R?
夫婦としての生活 舒粳DIWx,h+X,Hｴ8ｿh.ﾘ.ｨ.舒ﾈ-?)Zｨ,ﾉ?+(,俘x.ﾘ+?ﾙ?+X*)?ｨ?Wh,ﾉ?ｨ?ﾈ齷zr?
親家族との良好な関係 偬??ﾈﾋ?(,h+X,H,ﾈｶ?｢?X,??x.亳?ｨ,ﾈｴ8ﾊﾘ*"?I?ﾆ???8ﾊﾘ*I?+ﾘ+?
分娩による家 兒ｩ]?ﾈﾋ?肯定的分娩体験 
族の収束. 剩ﾛ定的分娩体験 
期待と失望 ??ﾈ,XｦﾙDh+X+ﾘ鵁?ｯ9eﾒ??凛x+ﾘ,?辻?ﾙWb?h-h,ﾈｴ8ﾊﾘ*"?
経験者からの支援 凅ｨ.???儻H+ﾘ+?
新しい家族の 倡?x.?ﾈ*(.?hｨ?親としての気持ちを育む育児 
船出 剏ﾇ軍奮闘の育児 
夫婦で育て合う 儻h,ﾈ?支,H6ﾔｨ/?x-?)ｨ,x.?iWh,ﾈｻI6?X/?x.??芥*ｨ.???ﾉWh-h,ﾈ揵i?
親家族との距離 儻bﾘ錚??x.?ﾙ?,ﾈｭhﾅr??h,H*ﾘ.ｨ.們?｢?X彿?+ﾘ+?ﾈ?<ｲ?
新しい家族の杵形戊と血解 ?x髦5??88ｸ,ﾉж鵐､ﾂ?*ｸ+??h+X+ﾚ842ﾘ,x.?ﾉ?,???+?x.?ﾈ+ﾘ-?ﾈｭhﾅx?Yﾈ,ﾈ韋-ﾒ?
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未熟さと社会的な未熟さが最後まで付きまとって
いた｡
3) 【妊娠中の家族づくり】
【家族になる意識】を持ち, 【便宜的家族生活の
開始】によって自分たちの巣を決めた女性たちは,
【妊娠中の家族づくり】を試みるようになってしゝ
た｡ 【妊娠中の家族づくり】とは,夫や家族とと
もに分娩に向けてのさまざまな準備を行う[協同
作業としての分娩準備]や,胎動が感じられるよ
うになった胎児を交えて<｢似ているところ｣さ
がし>や<名前を二人で考える>などこどもの親
であることを意識した[｢こども｣を意識した交流]
を夫婦で持つことによって, [夫婦としての生活]
を通しての夫婦の相互交流や親家族との交流を活
発化させ,夫婦としての生活を発展させていた｡
しかし,このような[共同作業としての分娩準備]
や[｢こども｣を意識した交流]が夫とできなかっ
た女性や,親家族に寄生した生活を送る夫婦では
<夫の生活の自立>が育まれず,結果として<自
分の体調に合わせた新しい生活>が組み立てられ
ない女性は,家族になりきれないもどかしさや新
しい家族に馴染めず,自分の親家族から切り離さ
れる寂しさを体験し,より自分の実母を中心とし
た親家族からの心理的な支援を求めていた｡また
このような女性たちは分娩に対する不安も強く分
娩準備をしながらも,中には死の恐怖まで感じ
取っている女性もいた｡これは【妊娠中の家族づ
くり】がうまくいっている女性には見られない特
徴であった｡
4) 【分娩による家族の収束】
これまで経験したことのない分娩という経験を
通して,女性たちは【分娩による家族の収束】も
同時に経験していたo 【分娩による家族の収束】
は2由佳を持っており, <肯定的分娩体験>をし
ていた女性たちは,夫の分娩立ち合いの如何に関
わらず<二人で確認した次子の出産予定>のよう
に,分娩によって今後さらに新しい家族を持つ意
思を確認し.自分たちの家族の今後に[期待]を
抱いていたo Lかしく否定的な分娩体験>を語っ
ていた女性たちは,立ち合い分娩に際して,自分
が想像していた役割を夫が果たせなかったことを
嘆き, <役に立たなかった夫>と評し[失望]を
表していた｡しかし, <役に立たなかった夫>と
許しながらも,その不満をぶつけることで夫との
関係にひびが入ることに不安を抱いていた女性た
ちは,そんな彼らに対して<夫-の気遣い>を示
し,そうすることで<役に立たなかった夫>とい
う自分の評価を払拭しようとしていた｡
また,多くの女性は分娩経過中に,実母または
義母の付き添いや面会を受け,出産経験者である
母親たちからの励ましやケアを受けられたことを
喜んでいた｡
5) 【新しい家族の船出】
【新しい家族の船出】とは,妊娠分娩を終√し,
子育ての時期に入った夫婦が,新しく誕生したこ
どもとの生活を踏まえて,自分達らしい生活をス
タートさせている様7-を表したカテゴリーであっ
た｡ 【分娩による家族の収束】がうまくいった夫
婦では.最初のうちは<応えてくれる実母>の直
接的な援助によって子育てをスタートさせていた
が,子育てが軌道に乗り始めると[親家族たちと
の距離]を少しずつ碓しながら, [夫婦で育て合う]
育児を実践し, [こどものいる生活]を始めていたo
このような家族では夫婦としてばかりではなくこ
どもの親であるという自覚が夫婦双方に育まれ,
それに伴い親としての育児をしていく力を習得し
ていく姿が見受けられ, [新しい家族の杵形成]
していく過程が認められた｡しかし,同じ[こど
もがいる生活]にもかかわらず, <孤軍奮闘の育
児>を母親一人で展開している夫婦にでは.夫婦
間での相互交流が希薄であり,結果として妻が望
むような育児協力が得られない夫に対して妻は<
可愛がるだけの夫-の不満>を募らせていった｡
こういう夫婦を見ている親家族の中には,次第に
自分たちのこどもである妻または夫それぞれの側
を擁護し,互いを非難し合う婁勢が見られるもの
も出現し,結果としてく親家族たちの衝突>を招
く事例も認められた｡ <親家族たちの衝突>があ
る場合も産褐早期の状態にあるため,こどもの将
来のために離婚を避けたいとする妻の意向を汲ん
で<こどものための関係修復の試み>がなされよ
うとしていた｡しかし,このような夫婦のみなら
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図2.妊娠先行婚女性の家族形成過杵の構造試案L封
ず親家族を巻き込んでの衝突は,結果として夫婦
の間に溝を作り,夫婦として相互交流にも影響を
及ぼし, [新しい家族の瓦解]を導く要因となっ
ていた｡また, [こどものための関係修復の試み]
をしようとする女性たちの多くは,夫による育児
を期待していないため, <｢きちんとした｣こど
もの親になる>ことに強い意思を見せていた｡女
性たちは｢きちんとしつけのできたこども｣の親
になることで.外見的な家族に対する良い評価を
得ようとしていた｡
3.妊娠先行婚女性の家族形成過程の構造の試
案(図2)
本研究から抽出された5つのカテゴリーを用い
て,妊娠先行婚女性の家族形成過程の構造を試み
た｡まず,女性たちは妊娠が判明したことにより
【家族になる意識】を持ち始める｡この意識を持ち,
パートナーや親家族から妊娠に対する承認や祝福
を得ることで新しい家族を作るための行動に出
る｡まず【便宜的家族生活の開始】が行われ,こ
の家族生活の中で夫婦として【妊娠中の家族づく
り】をしようと試みる｡ 【妊娠中の家族づくり】
の中で夫婦としての相互交流やこどもを交えた交
流をすることで,夫婦としての生活を軌道に乗せ
ることが可能となり,さらに肯定的な分娩体験を
することで【分娩による家族の収束】が一気に起
こり,周囲からの支援を上手に活用しながら自分
たちの【新しい家族の船出】 -と至ることができ
ていた｡一九　同じように【便宜的家族生活の開
始】を開始し, 【妊娠中の家族づくり】を試みよ
うとするが,この過程での夫婦の相互交流がうま
くいかず,十分な分娩前の夫婦･親家族を交えた
分娩準備ができない状況にあった女性たちは, 【分
娩による家族の収束】が成功せず,結果として不
安定なままの【新しい家族の船出】を迎えるに至っ
ていた｡このような家族形成過程においては,い
ずれの時期においても親家族のさまざまな支援と
援助が提供されており,その支援と援助をいかに
うまく使いこなすことができるかによっても,【新
しい家族の船出】が成功裡に進むのかあるいは不
安定なまま進行していくのかという方向性が左右
される結果が考えられる｡
また,妊娠先行婚では, ｢予期せぬ妊娠｣によ
りこのような家族形成過程がスタートすることが
多いが,この場合も[結婚の意図]の有無,すな
才)ち,もともと家族になる暗黙の了解がカップル
の間に存在した上での交際であったか否かが,そ
の後の家族形成過程に深く影響していた｡以上の
ことから, ｢妊娠先行婚女性の家族形成過程の構
造試案図｣を図2のように作成した0
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妊娠先行婚女性の家族形成過程の構造試案を通
して,妊娠先行楯の家族形成の特徴と必要とされ
る看護支援について考察する｡
家族形成に影響をもたらす｢結婚の意図｣
妊娠先行婚女性の家族形成過程の大きな特徴の
一つは,妊娠前の交際における｢結婚の意図｣の
有無が,妊娠の判明とそれに続く家族形成過程に
影響を及ぼしている点である｡今回の対象者たち
は,交際期間中に同棲を経験しているものもいれ
ば,同棲を経験せずに妊娠に至ったものもいた｡
しかし.同棲の経験は家族形成過程においては,
ほとんど影響を持たず,それよりも将来的な結婚
や家族を持ろことへの言語的な了解あるいはカッ
プルの間での暗黙の了解に基づいた上での交際に
大きく影響を受けていた｡家族形成のプロセスに
おいて望月9)は, ｢葉柄昏期の基本的な発達課題は
新しい家族と夫婦関係の形成であり,出産計画な
ど家族生活に対する長期的基本計画を立てるこ
と｣と述べている｡新婚期でなくとも,交際の過
程において結婚やそれに伴い家族を形成･拡大し
ている意思を持っているか否かは,予期せぬ妊娠
を目の前にした時の妊娠の受容に大きく影響する
のではないだろうか｡ ｢結婚の意図｣のない妊娠
であるからこそ,妊娠の判明に動揺し.さまざま
な人々の支援を受けた家族となっていくが,その
時々に｢結婚の意図｣のない妊娠であるという事
実が家族形成過程,特に夫婦関係の構築や相互交
流に影響を及ぼしているのではないだろうか｡ま
た｢結婚の意図｣の有無は,女性ばかりでなく,
一方の妊娠の当事者であるパートナーの妊娠の受
容や家族形成過程にも大きく影響を及ぼすと考え
られる｡
しかし.必ずしも｢結婚の意図｣が家族形成過
程に有効に働くとは限らない場合もある｡永凹10'
は,結婚モラトリアムを妊娠という契機で解消す
る方法が妊娠先行楯であり,結婚に伴う家族形成
過程では,発達課題や新しい家族との関係づくり
に苦労している様子が伺われるとする報告もあ
る｡今後は,この点についてもさらなる検証が必
宴となる｡
人間的｢未熟性｣が家族形成にもたらす影響
次の特徴としては,家族形成における夫婦それ
ぞれの未熟性がもたらす影響の大きさである｡妊
娠先行姫の女性たちの家族形成過程においては,
実母･義母を中心とした親家族たちや友人たちか
らの,身体的･心理的･経済的な支援が影響して
いたが,それを受ける女性たちの心理的な未熱さ
が家族形成過程に影響を及ぼしていると考えられ
る｡今凶の結果から最終的に【新しい家族の船出】
に至ったケースでの親たちからの主な支援は.身
体的･心理的な支援であった｡うまくいっている
ケースでは,自分たち夫婦の巣を持ち,妊娠中の
生活を通して,妻として夫から労わられる感覚を
経験し,夫からの労わりを自覚していることを夫
に対して表示していくというような相互交流を繰
り返したり,夫として妊娠している妻に迷惑をか
けないように自分の生活を自立させていったりと
いうような夫婦としての機能の発達を見せてい
た｡加えて,自分たちで親家族との距離や支援内
容を調整しながら,必要な時に必要な支援を自ら
欲し,親たちもそれに見合う支援を提供しており.
最終的には新しい家族として親家族から自立し家
族としての機能を獲得していったと考えられる｡
しかし,【新しい家族の船出】がうまくいかなかっ
たケースたちでは,妊娠中の相互交流についても
多くの不全点が発見された｡彼らはこどもを介し
ての相互交流には積極的でも,妊娠中の妻を労わ
る配慮が感じられない夫たちの存在や,夫からの
労わりがあるにも関わらずそれを感じとれないあ
るいは不足していると感じる妻たちの存在があっ
た｡また,生活の中でも自分のことは自分で面倒
をみて,妊娠中の妻に負担をかけないようにする
といった家族員としての夫の生活の自立が認めら
れないものもおり,結果として夫婦としての機能
の発達が認められなかった｡また,このような夫
柿では,妊娠中の生活において,特に経済的な面
において親家族からの全面的な援助を受けてい
た｡ ｢パラサイト同居｣というサブカテゴリーの
抽出の背景にはこのような,夫婦としてのまた,
人間としての未熟性が大きく影響していると考え
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られる｡また,このような夫婦の問題に対して親
家族がそれぞれのこどもの立場で介入衝突する場
面もあった｡夫婦としての未熱性には,それにか
かわる親家族の接し方にも影響があるのではない
だろうか｡今回の対象者は全員成人しており,白
分たちの意思で結婚を選択しているが,妊娠先行
婚自体は, 20歳未満の若い世代に多く見られる
結婚形態である｡個人としての発達途上にある世
代が.妊娠･出産を引き受け経験し自分たちが親
役割をひきうけていくことには,さらなる未熱性
が影響することが,本研究結果からも示唆される｡
その結果が端的に現れているのが. 10代の妊娠
先行婚夫婦の離婚率の高さであると考えられる｡
また,前述したように,妊娠先行型の結婚をした
母親はこどもとの愛着形成レベルが低くなり.杏
定的な感情を持ちやすく,加えて父親の育児参加
も低くなると報告している｡妊娠先行始を経験す
る女性たちは,親になっていく課題と夫婦として
家族になっていくための課題が併存している特異
な集団である｡このような家族形成過程を持つ集
団に対する支援の開発が急務である｡出産後の夫
婦の関係性の変化に着目した文献では,分娩後2
年程度までは夫婦の関係性の質が低下すると述べ
られている111㌔　これらの研究は,従来型の結婚
後妊娠を経験した夫婦を対象にして実施されたも
のである｡それ以前に家族として,夫婦としての
未熱性をはらんでいる妊娠先行姫の夫婦に対して
は,より一層の観察と支援が必要になると考えら
れる｡そのためにも,妊娠分娩育児を支えていく
ための多方面からのサポートシステムの確立が必
要であり,これらのサポートシステムの構築に当
たっては,産科医療分野に限らず,妊娠判明時か
らのスクリーニング,妊娠支援,夫婦関係カウン
セリング,ソーシャルワーク,地域における再ス
クリーニングと観察･支援などを多分野を網羅す
ることを視野に入れた医療･地域支援ネットワー
クシステムの開発が今後必要になっていくと考え
られる｡
ⅤⅠⅠ.結　　　論
11名の妊娠先行婚女性の家族形成過程として,
【家族になる意思】 【便宜的家族生活の開始日妊
娠中の家族づくり】 【分娩による家族の収束】 【新
しい家族の船山】の5つのカテゴリーが抽出され,
これらのカテゴリーを基に,妊娠先行婚女性の家
族形成過程の全体像の特徴が記述され,以下の点
が示唆された｡
1.妊娠先行楯では,妊娠に先立つ時期に｢結
婚の意図｣を持つか否かによって,その後の家族
形成に大きな影響が及ぼされる｡
2.妊娠先行婚女性の家族形成過程において
は,夫婦双方の未熟性が家族を形成する上でのリ
スクとなっている｡
3.また, 2の点については,夫婦双方の親家
族と夫婦とのかかわり万も影響を及ぼしている0
4.今後増加していく妊娠先行婚夫婦に対して
は,医療･地域の両面からのサポートネットワー
クの構築が求められる｡
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